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ベート入門』（内藤真理子・西村由美 編著 2018 年）を使用した。  
 
2.授業内容 
 授業は全 14 回で、基本的にはテキストの課構成に従った進行とした。クラス内の活
動を経て、最終成果として、クラス対抗による試合ディベートを実施した。 
オンラインクラスでは、どのツールをどのように使うかを検討し、宿題の提示と回収
については LUNA に加えて、共有フォルダ、同時編集が可能なファイルを適宜組み合わ
せて使った。グループ活動やディベートの試合では、Zoom のブレイクアウトルーム機
能を活用した。特に試合では肯定・否定チームが審判役の学生が見守る中で議論を戦わ
せる時間と、各チームに分かれて作戦を話し合う時間が交互にあるため、教員はブレイ
クアウトルームをスムーズに使いこなせるよう心掛けた。 
 
3.成果と今後の課題 
対面授業では、大学所定の教室環境の遵守が必要であり、グループ活動がやりづらい
場面もあった。しかし入学後、初めて対面の日本語授業として、学生がクラスメンバー
との交流を持つ貴重な機会となった。テキストの内容の扱い（進度、説明の量等）につ
いては、担当教員間で相違が見られ、担当教員間での検討を要する。 
オンラインクラスでは、グループ活動の際に、画面共有やファイルの同時編集を利用
することによって効率的に作業を進めることができた。また、ブレイクアウトルームに
入ると集中して話し合いができるようであったが、教員への質問がしにくい、話し合い
に行き詰ったときに沈黙が続くといった問題が見られた。円滑なグループ活動のために
教員は何を準備し、どうふるまうかを引き続き検討したい。 
授業アンケート結果は概ね好評であり、来年度もディベート活動を扱う予定である。 
